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お知らせ

「ジャパンレッド」発祥の地－「ジャパンレッド」発祥の地－弁弁
べんがらべんがら

柄柄とと銅銅
あかがねあかがね

の町・備中吹屋－の町・備中吹屋－  ⑧⑧

知るぶぷれ＝「高梁を知る」＋「シルブプレ」（フランス語で「どうぞ」）知るぶぷれ＝「高梁を知る」＋「シルブプレ」（フランス語で「どうぞ」）

⑰⑰ アナイス・ファルジア（高梁市国際交流員）

ナ
禍
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
、
の
ど
自
慢
名
物
の
鐘
を
か
け
て「
あ

の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な
た
」
を
選
曲
し
、

結
果
と
し
て
鐘
２
つ
の
不
合
格
で
し
た
が
、

最
後
に
審
査
員
特
別
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
出
る
か

ら
に
は
合
格
し
た
か
っ
た
で
す
ね
…
。

　
さ
て
、
現
在
教
育
現
場
で
は
、
文
部
科

学
省
が
掲
げ
る
「
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
の
下
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
通
信
機

器
な
ど
を
も
っ
と
教
育
に
活
用
す
る
た

め
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
２
月
に
、
小
・
中
学
校
の
全
児

童
・
生
徒
に
１
台
ず
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
市

の
「
Ｉ
ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ー

Ｃ
Ｔ
支
援
員
」
が
市
内
の
学
校
を

　

こ
ん
に
ち
は
、
有
漢
町
担

当
の
西
垣
で
す
。
春
で
す

ね
。
僕
に
と
っ
て
移
住
後
は

じ
め
て
の
春
に
な
り
ま
す
。

都
会
で
暮
ら
し
て
い
た
移
住

前
と
比
べ
て
自
然
と
の
距
離

が
近
く
な
り
、
鳥
の
さ
え
ず
り
と

草
木
の
成
長
に
季
節
の
変
化
を
感

じ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　
先
日
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
の
ど
自
慢
」
が
開
催
さ

れ
、
幸
運
に
も
本
選
で
歌
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
曲
目
は
コ
ロ

回
っ
て
い
ま
す
。
有
漢
町

で
は
、
支
援
員
さ
ん
に
加

え
て
僕
も
サ
ポ
ー
ト
で
授

業
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トＩＣＴを活用した授業風景ＩＣＴを活用した授業風景

上
で
課
題
を
提
出
・
管
理
す
る
ツ
ー
ル

や
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
的
な

使
い
方
を
学
ぶ
段
階
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
は
興
味
津
々
で
授
業
を
楽
し
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。
恐
る
恐
る
画
面
を
タ
ッ
チ
す

る
子
が
い
れ
ば
、
早
く
次
の
ボ
タ
ン
を
押

し
た
く
て
た
ま
ら
な
い
子
も
い
て
、
子
ど

も
た
ち
の
個
性
が
見
え
る
と
き
は
可
愛
ら

し
く
感
じ
ま
す
。
彼
ら
を
一
度
に
見
る
学

校
の
先
生
と
は
す
ご
い
仕
事
だ
な
と
感
服

し
て
い
ま
す
。

　
教
育
が
変
化
す
る
過
渡
期
を
現
場
で
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。 西

にしがき

垣 陽
ようへい

平  隊員

高
梁
音
楽
祭
２
０
２
１

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
５
月
16
日（
日
）午
後
２
時
～

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館

出
演　
八
代
亜
紀（
特
別
ゲ
ス
ト
）、
パ

ク
・
ジ
ュ
ニ
ョ
ン
、
東
京
ホ
テ
イ
ソ
ン

（
ゲ
ス
ト
）、
ラ
グ
ズ
＆
ジ
ェ
ラ
、
ミ
ン

テ
ィ
ア
ほ
か

入
場
料　

Ｓ
席
７
０
０
０
円
／
Ａ
席

６
０
０
０
円
／
Ｃ
席
５
０
０
０
円
／
有

料
配
信
３
０
０
０
円　
（
全
席
指
定
）

問
高
梁
総
合
文
化
会
館
☎
22
‐
１
０
４
０

グ
ッ
ド
・
ト
イ
ひ
ろ
ば

　
「
グ
ッ
ド
・
ト
イ
」
に
認
定
さ
れ
た

お
も
ち
ゃ
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
29
日（
土
）　

①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

②
午
後
１
時
～
２
時

③
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
た
い
こ
ま
る
プ
ラ
ザ

申
し
込
み　

５
月
７
日（
金
）～
28
日

（
金
）の
間
に
、
社
会
教
育
課
へ
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
、
定

員
は
各
回
４
組（
１
組
６
人
ま
で
）で
す
。

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
４

５
月
５
日
～
11
日
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

　
毎
年
５
月
５
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」、

５
月
11
日
ま
で
の
１
週
間
は
「
児
童
福

祉
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
家

庭
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

問
こ
ど
も
未
来
課

☎
21
‐
０
２
８
８

「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
高
梁
公
民
館
で
は
、
０
～
４
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
乳
幼
児

学
級
「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
バ
ス
遠
足
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

運
動
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、
親
子

で
楽
し
め
る
活
動
を
年
間
10
回
程
度 

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
高
梁
公
民
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
公
民
館
☎
21
‐
０
１
８
０

問問高梁市日本遺産推進協議会事務局（日本遺産・歴まち推進室）☎ 21-0257高梁市日本遺産推進協議会事務局（日本遺産・歴まち推進室）☎ 21-0257

西西
にしにし

江江
ええ

家家
けけ

住住
じゅうじゅう

宅宅
たくたく

主主
しゅしゅ

屋屋
おくおく

ほかほか    国登録有形文化財（建造物）国登録有形文化財（建造物）

西江家住宅内観・五間続き西江家住宅内観・五間続き

西江家住宅外観西江家住宅外観

　　　　　　 　西江家は、江戸時代に天領（幕府領）の　　　　 　西江家は、江戸時代に天領（幕府領）の郡郡
ぐんぐん

中中
ちゅうちゅう

惣惣
そうそう

代代
だいだい

庄庄
しょうしょう

屋屋
やや

（天領（天領

の代官が支配する村々の庄屋の代表者）を務めた家柄で、邸宅内にはの代官が支配する村々の庄屋の代表者）を務めた家柄で、邸宅内には郷郷
ごうごう

蔵蔵
ぐらぐら

（年貢米の収納倉庫）・（年貢米の収納倉庫）・白白
しらしら

州州
すす

（罪人を取り調べる所）跡などの公的な役割を担（罪人を取り調べる所）跡などの公的な役割を担
った建物などが現存しています。った建物などが現存しています。
　江戸時代中期頃からは、良質な硫化鉄鉱石を産出した　江戸時代中期頃からは、良質な硫化鉄鉱石を産出した本本

もともと

山山
やまやま

鉱鉱
こうこう

山山
ざんざん

の経営にの経営に
参画し、参画し、緑緑

ろうろう

礬礬
はは

・弁柄の製造に携わり財を成しました。・弁柄の製造に携わり財を成しました。赤赤
せきせき

褐褐
かっしょくかっしょく

色色の瓦での瓦で葺葺
ふふ

かれかれ
たた主主

お も やお も や

屋屋や楼門・や楼門・土土
ど ぞ う ぐ んど ぞ う ぐ ん

蔵群蔵群を含む屋敷構えは、江戸時代中期から明治時代初期を含む屋敷構えは、江戸時代中期から明治時代初期
にかけて、にかけて、石石

いわみのくにいわみのくに

見国見国（現在の島根県西部）から大工と瓦職人を（現在の島根県西部）から大工と瓦職人を招招
しょうせいしょうせい

請請して整えらして整えら
れたといわれ、三段構えの石垣を含め、まるで城郭のような壮観な景観をれたといわれ、三段構えの石垣を含め、まるで城郭のような壮観な景観を
呈しています。呈しています。
　平成 15 年には、主屋をはじめとする９棟が国の有形登録文化財（建造　平成 15 年には、主屋をはじめとする９棟が国の有形登録文化財（建造
物）に登録されました。また、一昨年末に放映された金田一耕助が主人公物）に登録されました。また、一昨年末に放映された金田一耕助が主人公
となるテレビドラマ「悪魔のとなるテレビドラマ「悪魔の手手

て ま り う たて ま り う た

毬歌毬歌」の撮影も行われ、話題とな」の撮影も行われ、話題とな
りました。りました。

　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリー　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリー
を構成する文化財を紹介します。を構成する文化財を紹介します。

講師の土
はぶひろし

生裕さん（左）と受講者の皆さん

　高梁市国際交流協議会では、市内在住の外国人を対象とした日本語教室の受講
者を募集しています。
　講座のレベルは、日常会話程度のやさしい日本語で、交流や日常生活の相談の
場としても運営していきます。

開催場所・日時　開催場所・日時　①高梁市図書館①高梁市図書館
　　　　　　　　　５月以降 隔週日曜日 午前９時 30 分～（１時間程度）　　　　　　　　　５月以降 隔週日曜日 午前９時 30 分～（１時間程度）
　　　　　　　　②成羽複合施設（たいこまるプラザ）　　　　　　　　②成羽複合施設（たいこまるプラザ）
　　　　　　　　　５月以降 隔週日曜日 午後２時～（１時間程度）　　　　　　　　　５月以降 隔週日曜日 午後２時～（１時間程度）
　　　　　　　　※詳細な日程などは参加の申込時にお伝えします。　　　　　　　　※詳細な日程などは参加の申込時にお伝えします。
募　集　定　員募　集　定　員　各会場 15 人程度　各会場 15 人程度
申　し　込　み申　し　込　み　電話、または来庁して事務局へお申し込みください　電話、または来庁して事務局へお申し込みください。。

日本語教室受講者募集

日本語教室の運営をサポートしていただける市民ボラン日本語教室の運営をサポートしていただける市民ボラン

ティアも募集しています。ティアも募集しています。

国際交流に興味がある人はぜひ参加してください！国際交流に興味がある人はぜひ参加してください！

教室の様子

問高梁市国際交流協議会事務局（市役所３階秘書企画課）☎21-0208

30Ｒ3 (2021) ４月31 Ｒ3 (2021) ４月


